
木ノ井山古墳
き の い や ま こ ふ ん

町指定史跡

指定年月日：平成 23年 2月 17日
5世紀代（古墳時代）
所 在 地：川西 289番地 2
木ノ井山古墳は、木ノ井山（標高 93m）から東に張り出す丘陵上にある径 27mの円墳で
す。粘土槨を埋葬主体としており、中に木棺を納めていたことが分かっています。また、

埋葬状況から 3体の合葬が行われていました。
副葬品は、主体部から、鉄製武器類、鉄製農耕具類、装身具（勾玉・管玉など）が発見

されています。また、墳丘下の位置から、円筒埴輪・形象埴輪の破片なども発見されてい

ます。
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